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大型台風の被害報告と今後の対策について（2019 年 11 月） 

 

本資料は、2019 年 9 月（15 号）と 10 月（19 号）の２回にわたって関東を中

心に大きな被害をもたらした台風の被害状況と今後の対策についてまとめた資

料です。内容は 2019 年 11 月 29 日に筑波大学東京キャンパスで開催された第６

回 JAMBIO フォーラムで議論されました。それぞれの臨海施設において、今後の

対応を行う上で参考になれば幸いです。 

 

フォーラムでは、以下の施設から発表がありました。 

・東京海洋大学水圏科学フィールド研究教育センター（館山ステーション） 

・お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター（館山実験所） 

・東京大学理学系研究科附属臨海実験所（三崎臨海実験所） 

・筑波大学下田臨海実験センター 
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・東京海洋大学水圏科学フィールド研究教育センター（館山ステーション） 

（須之部友基） 

------------------------------------------------------------- 

1.電源の確保 

飼育生物および資料の保存のため海水ポンプ，エアーポンプ，冷凍庫等が停電

になっても稼働できるよう発電機を準備しておく．また 3日分の燃料を常に用

意しておく． 

 

2.建物・設備のチェック 

風が吹き込み破損しそうな扉，窓は台風シーズン前に修理しておく．明らかに

破損しそうな施設は可能なら撤去する．また風雨が当たると故障しそうな機械

はカバーをかぶせておく．専用カバーを用意しておくと便利． 

 

3.物を片付ける 

普段から物を出しっぱなしにしない．台風前は飛びそうな物は屋内に入れる．

あるいはロープで固定したりネットをかける． 

 

4.断水対策 

館山ステーションでは停電のため上水ポンプが稼働せず 3 日間断水した．その

ため宿舎の風呂に水を貯めておいた．可能なら大型発電機に上水ポンプを直結

して断水にならないようにしたい． 

 

 

 

被害状況（写真） 
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・お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター（館山実験所） 

（清本正人） 

------------------------------------------------------------- 
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・東京大学理学系研究科附属臨海実験所（三崎臨海実験所） 

（三浦徹） 

------------------------------------------------------------- 
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・筑波大学下田臨海実験センター（笹倉靖徳） 

------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


